
■天候

1 2 3 4 5 計 安 失

1 4 2 3 5 15 10 0

0 1 0 0 1 1 5

打 得 安 点 1 2 3 4 5

1 中         4 2 1 2 三振 右本 三振 三ゴ

2 遊         4 1 1 3 三振 三振 投飛 左本

3 一         4 3 3 1 中３ 中２ 左２ 一邪

4 三         3 2 2 1 三振 右安 左安 四球

5 捕         3 3 0 0 遊失 二ゴ 死球 三失

6 二         3 1 1 0 三失 一ゴ 四球 遊安

7 右         4 0 1 1 三振 振逃 三振 左２

8 投         2 0 0 0 三振 三振 死球

9 左         1 3 1 0 左２ 四球 四球

          

          

          

          

          

          

28 15 10 8

■投手成績

4

打 得 安 点 1 2 3 4

1 遊         1 0 0 0 四球 一飛

2 中         2 0 0 0 三振 投ゴ

3 一 捕       1 0 0 0 四球 遊飛

4 捕 一 投   2 0 0 0 遊ゴ 三振

5 投   一   2 0 0 0 三ゴ 遊ゴ

6 右         2 1 1 0 中２ 三振

7 三         1 0 0 0 四球 三振

8 左         0 0 0 0 四球

8 打 左   0 0 0 0 死球

9 二         1 0 0 1 死球 遊ゴ

          

          

          

          

          

12 1 1 1
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■戦評

１回戦駒沢球場の第１試合は３年連続３回目出場の西九州地区代表・熊本県クラーク記念国際高校・熊本・通信制と初出場の東京都第２代表・都
立世田谷泉高校の対戦となった。世田谷泉は初回捕逸により１点を先制すると２回相手の守りのミスや１番菅谷の本塁打などで４点を追加し試合を
優位に進める。対するクラーク熊本はその裏先頭の６番水野が二塁打で出塁すると次打者が連続四死球押出しで１点を返すも後続が絶たれこの
回１点を返すにとどまる。引き離したい世田谷泉は３回以降４番大澤の適時安打や２番金子の３点本塁打などによる毎回得点で点差を広げる。１５
－１で迎えた５回表二死二三塁の場面で守るクラーク熊本に負傷者が出てしまい交代要員もいないため試合続行が不可能になってしまうアクシデ
ントが発生した。このため没収試合により世田谷泉の勝利となった。一方不本意な形での敗戦となってしまったクラーク熊本であったが先発園田が
強打の世田谷泉から４回１０三振を奪う力投を見せた。

５回表、クラーク熊本の選手負傷による交代要員不足により途中棄権となったため、没収試合となる

3 30

3 5 104

平　井　佑　樹 西　部　聡　音 平　井　佑　樹 9 3 0 3

園　田　壮　司 平　井　佑　樹 園　田　壮　司 25 7 10

打者 安打 三振 四球 自責 投球数

■バッテリー ■投手成績

投手 捕手 氏名 回数

合計 　残塁：5　　併殺：0

備考

渕　川　克　亮

フェレロ善明ジャノ

瀬戸口　結　音

桑　田　晃　輔

西　部　聡　音

平　井　佑　樹

園　田　壮　司

水　野　彰　大

梅　木　良　輔

クラーク熊本・通

ポジション 氏名

志　岐　誠　仁

6 1 76

三振 四球 自責 投球数

山　中　太　郎 大　城　良　太 山　中　太　郎 18 1 4

投手 捕手 氏名 回数 打者 安打

合計 　残塁：5　　併殺：1

備考

■バッテリー

與　　　陸　弥

須　郷　遥　斗

大　澤　奏　太

大　城　良　太

羽　木　謙　士

内　山　　　珀

山　中　太　郎

ポジション 氏名

菅　谷　颯　太

金　子　怜　史

世田谷泉 東京２

クラーク熊本・通 西九州・熊本

世田谷泉

■備考
５回表、交代要員不

足。没収試合

■審判 球審：谷川　　　塁審：牧野　広中　佐々木

出場校名 代表地区

■日時 令和6年8月13日(火) 晴れ クラーク記念国際高校・熊本・通 対　東京都立世田谷泉高校

■球場 駒沢硬式野球場 第1試合　1回戦 ■試合時間 1時間40分

- 2 -


